









速眼球運動 (Rapid Eye Movement: REM) を
伴う睡眠相 (以下, レム睡眠と略す) で, ストー
リー性の高い夢をよく見ていることが判明した
(堀, 2008)｡ 現在, 夢とは, ｢睡眠中に生じる報










1999)｡ 狭義には, 悪夢は “強い恐怖を感じさせ
る夢を見ることによって中途覚醒してしまう夢体






体 5％の人が年平均 1～2 回の悪夢を見ている




されている (Rosener, 2004)｡ また元来夢の記
憶は固定されず忘却される傾向あるので, 悪夢は
自分が思っているより見ているという指摘もある
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が中断されるという悪循環も指摘されている｡

































































































はない｡ 夢は一時的な記憶 (作業記憶) であり,























2012)｡ その例としては妊娠, 入学, 犯罪被害,
いじめ, 友達の死, 失職, 転職 (新しい仕事につ
く), 両親の離婚, 虐待の被害, 転居などがある｡
例えば阪神・淡路大震災 (1995年) やサンフラ





















































あると考えていた (Hill & Spangker, 2007)｡
夢も日中の思考, 意識体験も同様に扱う立場と言っ
てよい｡ ヴィクトール・E・フランクルは, その

























(Domhoff, 2002 など), 悪夢症状を認知療法で
緩和する試みもある (松田・春日, 1998)｡ 現実



























Kothe & Pietrowsky (2001) は, 悪夢を見た
後にどんな行動をとるかということにもパーソナ
リティ特性が関連していることを示している｡ こ
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